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□ごあいさつ

　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

＜環境保全への行動指針＞

１ ．環境関連法規制や当社が約束したことを遵守します。

２ ．創意工夫による省エネルギーにより二酸化炭素排出量の削減に努めます。

３ ．廃棄ロスをなくす等廃棄物の発生抑制につとめ、食品リサイクル率の向上に努めます。

４ ．適正な利用により水使用量の削減に努めます。

５ ．洗浄剤や殺菌剤など化学物質の適正管理に努めます。

６ ．安心で安全な商品を効率よくタイムリーにお客様にお届けします。

７ ．地域や関係団体の環境活動に積極的に参加します。

代表取締役社長

制定日：

山口　彰久

2018年9月30日

株式会社弁釜は「豊かな食文化を創る、味の弁釜」の理念のもと事業を展開しており、食品製
造業を営んでいる私たちは、原材料である食糧資源や地下資源を大切に使い、豊かな自然環境
を将来の世代へ継承することを責務と考え、 事業活動における環境負荷の低減を図る為に、
全社一丸となって自主的・積極的に環境保全活動に取り組んで参ります。

〈環境経営理念〉

　経営方針「ムダを無くし業務効率の向上を推進いたします」の項目を遵守する為に、
本業である食品の生産を通じて、地球温暖化問題への取り組みや地域の環境活動に自主的・積
極的に取り組みます。
　安全で安心していただける商品を効率よく、無駄なく、タイムリーにお客様に提供すること
が当社の一番の環境対策と考えて、従業員一丸となって継続的に改善活動に取り組んでまいり
ます。

環境経営方針
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□組織の概要 更新日：
（１） 名称及び代表者名

株式会社　弁釜
代表取締役社長　山口　彰久

（２） 所在地
本社・札幌工場 北海道札幌市市厚別区厚別東5条１丁目3番20号
旭川工場 北海道旭川市工業団地3条3丁目2番16号（対象外）
函館工場 北海道北斗市追分3丁目2番10号
札幌八軒工場 北海道札幌市西区八軒10条西9丁目1-50

北海道札幌市厚別区厚別東５条1丁目3番30号

（３） 環境管理責任者氏名及び担当者連絡先
責任者　 土井 政則 TEL：011-897-2288（代表）

担当者 隅田　武志 TEL：011-898-8228（直通）

（４） 事業活動
弁当、寿司、惣菜、調理麺、調理パン、デザートの企画・開発及び製造

（５） 事業の規模
売上高 万円 （2022年9月）

従業員　　　　　名 名 名 名 名 名
延べ床面積　　　㎡ ㎡ ㎡ ㎡ ㎡ ㎡

（６） 事業年度 10 月 1 日 ～ 9 月   日

□認証・登録の対象組織・活動
登録組織名： 株式会社　弁釜
対象事業所： 本社・札幌工場

旭川工場 （対象外）

函館工場

札幌八軒工場　　

関連会社：:

対象外の取得予定： 旭川工場、は2024年までに認証取得の予定

事業内容： 弁当、寿司、惣菜、調理麺、調理パン、デザートの企画・開発及び製造

□事業や製品（商品）の紹介

(株)弁釜　札幌工場 北海道ローズデリカ(株)

(株)弁釜　函館工場 (株)弁釜　札幌八軒工場

施設管理課主任

生産本部 常務取締役　

北海道ローズデリカ株式会社

205
本社・札幌工場

関連会社：

合計

2022年12月1日

1,894,088
北海道ローズデリカ旭川工場 函館工場 札幌八軒工場

323
3,432

790
3,503

130355
3996

1803

30

北海道ローズデリカ株式会社

250129,747 4,334
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□環境経営組織図及び役割・責任・権限表 更新日：

・決められたことを守り、自主的・積極的に環境活動へ参加

環境事務局

環境管理責任者

・環境管理責任者を任命

役割・責任・権限

・環境関連法規等取りまとめ表に基づく遵守評価の実施

・環境経営目標・環境経営計画書を承認
・代表者による全体の評価と見直し、指示

・環境経営計画の審議

代表取締役社長

責任者：隅田武志

・環境関連法規等取りまとめ表の作成及び最新版管理

・環境経営方針の策定・見直し

代表者（社長）

・環境に関する内部監査の実施・報告
・環境に関する内部監査の計画

・環境経営レポートの作成、公開（事務所に備付けと地域事務局への送付）

・環境活動実績の確認・評価

代表者

内部監査員チーム

・環境経営に関する統括責任

最高経営責任者

山口彰久

・環境関連の外部コミュニケーションの窓口

環境委員会

・環境経営レポートの承認
・環境経営システムの構築、実施、管理

・環境管理責任者の補佐、環境委員会の事務局
・環境経営レポートの確認

・環境経営システムの実施に必要な人、設備、費用、時間等経営資源を準備

・自部門の想定される事故及び緊急事態への対応のための手順書作成
・試行・訓練を実施、記録の作成

2022年12月1日

・環境経営目標、環境経営計画書原案の作成
・環境活動の実績集計

環境委員会

環境事務局

内部監査チーム

・自部門の従業員に対する教育訓練の実施
部門長・工場長

・環境関連法規等の取りまとめ表を承認

（各部門長）

・環境経営目標・環境経営計画書を確認

環境管理責任者
生産本部

常務取締役
土井政則

・環境負荷の自己チェック及び環境への取り組みの自己チェックの実施

・環境方針の理解と環境への取り組みの重要性を自覚

・自部門の問題点の発見、是正、予防処置の実施

全従業員

・環境活動の取組結果を代表者へ報告

・自部門における環境経営方針の周知

・自部門に関連する環境活動計画の実施及び達成状況の報告
・自部門に必要な手順書の作成及び手順書による実施

北海道

ローズ

デリカ

（株）

経理

部
人

事・

総務

部

商品

部
購買

部
札幌工

場
函館

工場
品質

管理

部

生産

管理

部

対象外

旭川

工場
札幌

八軒

工場
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□主な環境負荷の実績
単位
kg-CO2

t
t
㎥

※二酸化炭素排出係数 kg-CO2/kWh 電力会社の調整後の係数　（北海道電力）

□環境経営目標及びその実績

〇

✕

〇

✕

〇

✕
製造数量当り原単位排出量

〇

〇

〇

〇

6,324,687

　産業廃棄物排出量

（目標） （実績） （目標）

2022年

5,802,788 7,589,302 5,684,364

96%

都市ガスによる二酸化
炭素削減

自動車燃料による二酸
化炭素削減

96%

45,851

2017年 98% 128%

14,112,900

2020年 98%

80%

98%

LPガスによる二酸化炭
素削減

kg-CO2

基準年度比

100%

289,079

100%

278,396

基準年度比

46,806

94%

94%

94%

361,397

基準年度比

102%

94%

0.154

286,174

5,921,213

292,136

kg-CO2

354,169kg

t

基準年度比

環境に配慮した物品の
購入

行動目標（次項目による）

0.122

2017年

産業廃棄物の削減

一般廃棄物の削減

4,070

536,881

100%

98% 90%

環境に配慮した生産活
動

548,304

94%

%

2017年

二酸化炭素排出量合計

47,761

100%100%

80%

kg-CO2

水道水の削減(井水を
含む）

571,150

13,830,642 14,896,278 12,054,902 11,803,758

43,262

電力による二酸化炭素
削減

98% 87%

食品廃棄物の再資源化
率の向上

kg-CO2

基準年度比 2017年

44,896

kg-CO2

（目標）

（ｋｇ-CO2/食）
0.127

346,941

0.64

334,124

2023年

　　　　　　　　  　年　度
　　項　目

総排水量

基準値

kg-CO2 6,588,216

基準年度比

517,145 515,031

（基準年)

6,192,923

弁釜 札幌工場・函館工場
札幌八軒工場・北海道ローズデリ

カ

96%

2024年

6,456,451 5,703,577

10,523,978

廃棄物排出量

15,274,508 14,896,278

項　目

2199

　一般廃棄物排出量
3,3733541

2021年2020年

化学物質の適正管理

4,240

5,565,940

2017年

298,098 280,212

877732

基準年度比 2017年

3,373

二酸化炭素総排出量

880

98% 91% 96%

96%

3,986

0.1190.124

339,713

96% 94%

96%

4,155

98%

2022年

行動目標（次項目による）

559,727

【使用していない、洗剤等適正管理する】

515,031㎥

94%

基準年度比 2020年 98% 93% 96% 94%

Ａ重油による二酸化炭
素削減

kg-CO2 1,257,612 1,232,460 1,281,742 1,207,308 1,182,156

✕
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□環境経営計画の取組結果とその評価
数値目標：○達成　×未達成
活動：◎よくできた　○まあまあできた　△あまりできなかった　×全くできなかった

電力による二酸化炭素削減

取組紹介欄

【札幌工場】 【弁釜　本社】 【弁釜　本社】

給水による節水と節電のため、加圧
給水ポンプの台数制御とインバータ
制御を行っています

【北海道ローズデリカ】 【札幌八軒工場】

製造工場内蛍光灯をLEDに 空調設備等　中央監視設備とする
交換（2019年度は30箇所）

kWh
2017年

2022年

・不使用機械の電源OFF

使用コンプレッサー

　おむすびホット成型機

【函館工場】

数値目標 ○ 今年度の電気使用量につきましては、新型コロナの影響もあり、全
工場の生産食数の合計が1.3％減少し、設備等では、札幌工場にお
いて、定格出力315ｋｗのコージェネ発電機の導入や各工場のLED照
明への積極的変更又、函館工場においては、省エネ診断の受診を
し、その結果からコンプレッサーの設定圧力の変更等行い、電力使
用量の削減に努めた結果、電力使用によるCO2排出量が、目標比で
13％減少という結果になりました。今後においても、各工場の設備の
見直しによる設備変更や、空調温度の適正管理・不要照明の消灯・
作業終了時の生産機器の電源OFF等を徹底し、節電に努めていきま
す。

チルドトッピング室の照明を
全台数、LEDに変更

○

10月

【コンプレッサー使用機
器】

【函館工場】

・空調温度の適正化（冷房２８℃　暖房２2℃） ○
（クールビズ・ウオームの徹底）

弁釜本社　事務室系統のエアコ

○

の蛍光灯について、LED照明器具

◎省エネ診断結果報告より、コンプレッサー設定圧力を7ｋ
から3ｋに変更し、使用電力量の削減に努めております

684,864685,017

・照明のLED化と自動照明の検討

825,205
634,484

791,915
723,315 788,337

837,279 866,691 906,744
638,672

859,829
1月

○

688,843

達成状況 取組結果とその評価、次年度の取組内容

対応の為、調光可能としました。

6月
829,369

・不要照明の消灯及び周知徹底

12月11月

○

1,091,613

687,014909,652 675,211

弁釜本社　大会議室及び小会議室
更新工事の実施

1,090,218562,090 878,026
9月2月 3月 7月

への変更工事を実施し、Web会議

5月4月 8月

889,349 907,081
755,108

0

200,000

400,000

600,000

800,000

1,000,000

1,200,000

1
0
月

1
1
月

1
2
月

1
月

2
月

3
月

4
月

5
月

6
月

7
月

8
月

9
月

電力（kWh） 2017年 2022年
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都市ガスによる二酸化炭素削減

取組紹介欄

都市ガス削減のため、
コージェネ発電機の

排熱ボイラーを設置して
います

　【札幌工場　貫流ボイラー新規更新　全4台】　　【札幌工場　貫流ボイラー　負荷による台数制御】

㎥
2017年

2022年

LPガスによる二酸化炭素削減

取組紹介欄

㎥
2020年

2022年

○

  ボイラー２台を台数制御

221,301 307,788

6月

LPガス炊飯機を新設し、生産効率を向上し、LPガス削減
に努める

250,472 257,392254,441
175,557

・蒸気トラップの点検

222,224

取組結果とその評価、次年度の取組内容

排熱を利用して、

・加熱処理工程の適正管理 ○
・食品ロスの削減

220,210

【札幌工場】

　 蒸気負荷変動により

11月

2021年10月末
コージェネ発電機の

導入完了

数値目標

1月 4月

とする

 【札幌工場】

10月 5月

今年度の都市ガス使用量につきましては、コージェネ発電機の導入
により、都市ガス使用量が増加をしましたが、コージェネ発電機の排
熱利用による排熱ボイラーの設置や札幌工場の都市ガス用貫流ボ
イラーの更新等を行い、都市ガス使用量の削減に努めましたが、結
果として、都市ガスによるCO2排出量が目標比で28％の増加になり
ました。又、来年度においては、コージェネ発電機の更なる排熱利用
として、冬場の給気温度上昇やロードヒーティングに使用している不
凍液の温度上昇のため、配管変更工事を検討しており、今後におい
ても、都市ガス使用量の削減に努めます。

・蒸気・温水配管の修理及び管理

7月

10月

211,505

7,242 7,257

【函館工場】

2月 3月

228,097 203,629
306,350 264,361

2月

LPガスのCO2排出量については、目標数値を達成しておりますが、
今後においても、炊飯設備及び加熱ガス機器の生産効率の向上を
図り、適正運用をして、LPガスの使用量削減に努めます

○

8,388 7,566 10,862

◎貫流ボイラーについて、使用期間
が15年を経過しているため、全４台
の新規更新をし、都市ガス使用量の
削減をしております

11,153

【札幌八軒工場】

261,050

1月

12月
202,503

334,664 339,313

達成状況 取組結果とその評価、次年度の取組内容
数値目標

265,468
213,408 238,613

8月3月

○

・ボイラの空気比の適正化

○

244,058
251,459

8,211 10,267 6,091

208,665

8,169 6,625 7,9597,228 6,191
8,0576,3958,430 7,863 7,470 7,057

達成状況

4月 5月 6月

7,639

217,178

・温水温度の適正化

7,878 7,380

11月 12月
10,661

7月

×

8月 9月

○

○

9月

0

100,000

200,000

300,000

400,000
都市ガス（㎥）

2017年 2022年

0

5,000

10,000

15,000
LPガス（㎥） 2020年 2022年
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Ａ重油による二酸化炭素削減

取組紹介欄

ℓ
2020年

2022年

取組紹介欄

ℓ
2017年

2022年

9月

1,562 1,376 1,2511,511 1,734
1,625

38,521
44,594

数値目標 ×

・ボイラの空気比の適正化

達成状況

○

1月 2月 3月
38,364

4月 5月 6月 7月 8月

39,183

10月 11月

　Ａ重油使用の蒸気ボイラーについて、先日、受診したエネルギー最
適化診断結果を参考に、Ａ重油使用量の削減のため、生産機器及び
付帯設備の適正管理に努め、改善方法等についても検討していきま
す

○

38,643
35,107

達成状況

38,657

・蒸気トラップの点検

【函館工場】

自動車燃料による二酸化炭素削減

今年度のガソリン使用量につきましては、年間、CO2排出量が9％減
少しました。今後においても、より良い商品製造に努め、日々適正管
理をしていきます。

数値目標

35,332

取組結果とその評価、次年度の取組内容

36,521
39,357 37,041
12月

蒸気ヘッダーのバルブ類を保温し、放熱を抑制して省
エネに努め、ボイラーについては、２台を交互運転と
し、できる限り 、始動時のパージによる損失の減少に
努め、Ａ重油の削減に努める

41,749 38,691

○
・蒸気・温水配管の修理及び管理 ○
・温水温度の適正化 ○

39,462
42,529 38,058

1月
1,801
3月

○

1,472

6月

・アイドリングストップ

42,414 40,15538,749 44,015 34,95539,289

○・エコドライブと走行ルートの適正化の

1,7251,750

【札幌工場】

1,598 1,636

　変更しております

1,849
9月

社用車については、順次、ハイブリット車に

1,483

12月
1,560

5月
1,563 1,462

4月 8月

1,545
1,887

1,533
1,773 1,884 1,934

10月 11月 2月 7月

1,691

39,554

取組結果とその評価、次年度の取組内容

36,219

0

1,000

2,000

3,000
ガソリン（L) 2017年

0

10,000

20,000

30,000

40,000

50,000
Ａ重油（ℓ） 2020年 2022年
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一般廃棄物の削減

取組紹介欄

kg
2017年

2022年

産業廃棄物の削減

kg
2017年

2022年

【札幌工場】 【札幌八軒工場】 【函館工場】

産業廃棄物保管場所の法令
による掲示板の設置

30,957
24,994

○

10月 11月

○

圧縮処理をして、経費削減に

努めております

達成状況

24,488

291

数値目標 ○

・分別の徹底

29,353 33,66825,112
24,381

・作業ミスによる廃棄量の削減

4月

取組結果とその評価、次年度の取組内容

3月12月

・シュレッダー廃紙のリサイクル化

数値目標

11月

・iPadを活用し、印刷物のペーパレス化 ○

○

【札幌工場】

工場入場時の衛生
チェックについて、
iPadによるカミナシ

に変更

達成状況

9月

段ボール、紙類は全てリサイクルしておりますが、今後においても、
製造現場での、iPadの活用を進め、紙類の削減に努めていきます。

375375

33,713

・素材別ボックスの設置

305
7月

27,263

1月12月 9月
381 345 351

・リサイクル業者の開拓

21,531
32,005

産業廃棄物保管場所、及び
一般廃棄物保管場所につい
ても、掲示板を設置

281
341

1月

取組結果とその評価、次年度の取組内容

2月

合わせ産廃以外は全てリサイクルされている。今後に於いても、廃棄
物の分別を徹底し、廃プラの削減に努めます

31,099 28,031

表示版を取り付けました。

3月 6月

について、法令に準じた

268 276

4月
347

5月

2月

299319
367

275

30,456 32,570
8月

5月

○

264

23,495

275

8月

6月
27,172
23,455 23,436 22,34526,593

【札幌八軒工場】

22,63328,167

7月

廃プラについては、弊社にて

277

○

10月

23,561

358

○

266 282
376 319

・内訳を分析し、削減を検討する ○

産業廃棄物の「金属くず」

取組紹介欄

0

10,000

20,000

30,000

40,000

一般廃棄物（kg） 2017年 2022年

0

100

200

300

400

10月11月12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月

産業廃棄物（kg） 2017年 2022年
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食品廃棄物の再資源化率の向上

取組紹介欄

【函館工場　食品残渣の養豚飼料用処理施設】

①発生量
②発生抑制量 ②発生抑制の効果として減少した食品廃棄物等の量
③再生利用の実施量 ③再生利用過程に投入された食品循環資源の量
④熱回収の実施量 ④熱回収に投入された食品循環資源等の量
⑤減量の実施量 ⑤減量の効果として減少した食品廃棄物等の量
⑥再生利用等以外の実施量 ⑥再生利用等以外の過程に投入された食品循環資源の量
⑦廃棄物としての処分の実施量 ⑦廃棄物としての処分された食品廃棄物等の量

 

・ごみの分別化の徹底

　　　　脱水汚泥     351.29 t　      100％  　　　 　 100％                   

①実際に発生した食品廃棄物等の量（発生量＝③＋④＋⑤＋⑥＋⑦）

95.4%

　　　　生ごみ　　　 2103.95ｔ 　      100％　　　　　　100％　　　　　

○

達成状況

・加工ロスの削減

　「食品廃棄物の発生量及び食品循環資源の再生利用の実施率について」

○

再資源化
実施率

2676.51
0

食品リサイクル法で規定する事業者ごとの再生利用等の実施率

数値目標

　　　　　　

○

　　　　廃油　　  　 　65.18ｔ　　    　100％　　　　　　100％　　　　　  

食
品
廃
棄
物

項　目

　　　　　　　　　　　　発生量           目　　標　　　　　実施率        　　　　　　　　　　　

・残渣は全て飼料化または肥料化にリサ

351.29
0
0

100%再生利用等の実施率

○

○

○

今年度につきましては、食品原材料の使用量減少に伴い、食品廃棄
物が前年比94.0％まで減少しましたが、今後においても、食品リサイ
クル率１００％を継続していき、生産工程におけるミス・トラブルによる
廃棄食品を把握し、要因分析をして発生原因を排除するほか、原材
料管理を徹底して長期在庫を防ぎ発生量を削減します。・余剰品の最小化

（②＋③＋④×0.95※1＋⑤）／（①＋②）

当該年度の基準実施率（％）

      食品残渣削減 活動中の掲示

食品残渣につきまして、養豚の餌として、

95℃まで加熱処理（飼料化）をして使用しております

2325.22
0

取組結果とその評価、次年度の取組内容

　　　　生汚泥　　　  156.09ｔ　  　　 100％　　　　　　100％　　　　　 　

・原料の賞味期限切れロスの防止

     　合　 計　    2676.51ｔ　　    100％　　　　　100％     　　 
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水道水の削減(井水を含む）

取組紹介欄

【札幌八軒工場】

加熱室にて「節水の掲示」をして

注意を促しています

㎥
2017年

2022年

化学物質の適正管理

取組紹介欄　（事例紹介省略） 【札幌工場】

環境に配慮した物品の購入

取組紹介欄　（事例紹介省略）

・事務用品グリーン購入推進

52,586

2022年度の水使用量につきましては、基準年比で10％の削減となり
ました。今後において、生産及び清掃時の無駄な水の使用を削減す
るよう、日々の管理を徹底していきます。

53,061 41,903

【札幌工場】

9月4月 5月
49,543

適正な水使用量、洗浄時間の短縮、排水処理施設の効率的な稼働
等を図り洗浄剤・排水処理剤の削減に努める。
又、殺菌水に使用していますピュアスターメイト２１(塩酸）について、
専用の保管庫に保管し、法令に準じ「医薬外劇物」の表示をして、管
理することと致しました。

ピュアスターメイト２１(塩酸）を

41,710 44,017

取組結果とその評価、次年度の取組内容

46,435

○
○

・取扱い手順の見直し △

○

「医薬外劇物」

・省エネ性能の高い設備の選択 △
・燃費のよい自動車の採用

・取扱い手順の教育
該当なし・代替物質の検討

△

達成状況

〇

43,161 42,560

・バルブを調整、各室の適正水量を設定

46,804

・取扱い手順・ラベルの表示

3月 6月12月

・環境掲示板での啓発

2月

冷凍機による冷水の使用について、冷水タンクに冷水

・節水ポスターの掲示、従業員への意識

達成状況

○

・環境負荷の少ない洗浄剤、排水処理剤

・リスクアセスメントの見直し・実施

○

○

保管庫により管理する事としました

7月 8月

○

数値目標

今年度は、エコカーとして、古いハイブリッド車を２台、入れ替えをして
おり、ガソリン消費量の削減に努めるとともに、生産機器の更新時に
は省エネ性能の優れた機器への更新し、環境活動に努めます。

〇

47,435
44,437

取組結果とその評価、次年度の取組内容

47,635
40,841

48,615

により、節水をしました。

を送るバルブを絞ることにより、需要と供給のバランスを
とり、オ-バーブローによる無駄な水の排水を減らすこと

42,312 45,27839,326

10月 11月 1月

45,33743,084 42,968
46,585

取組結果とその評価、次年度の取組内容

〇

・番重洗浄機のボールタップ作動状況の

48,274

○

42,274

達成状況

数値目標

0

20,000

40,000

60,000 水道水（㎥） 2017年
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環境に配慮した生産活動

【 非製造部門　環境への取り組み 】

食品原材料の廃棄ロスを削減

（開封期限延長による軽減、原材料集約による軽減など）

Ⅰ食品安全に関する取組

　１．細菌検査合格率向上　２，内部監査による食品安全方針遵守

Ⅱ表示作成システムの導入

新卒・中途採用　１０名以上

勤怠管理システム導入

*コージェネ発電機導入完了及び電気設備年次点検の実施

*弁釜　函館工場・札幌八軒工場　エコアクション21推進

達成状況

部署名

・不良率低減 ○

・食品ロスの削減

リコール事故未然防止

（金額での効果:函館工場で
は51,260円/2月）

商品部

購買部

品質管理部

○
・生産性向上による機器稼働の縮小

・ゴミの分別の徹底・・・ラボ試作等ででる生ゴミや容器ゴミの分別
◎生ゴミ、◎容器プラスチック、◎紙、ゴム、布類　※工場分別と同様

・稼働率向上

ペーパーレス化

③電気使用減

・省エネへの対応・・・ラボ、調理作業などの無駄なエネルギーの使用をなく
す意識をもつ（電気、水道、ガス、照明など）

環境対応に少しでも貢献できる

×

生産工程におけるミス・トラブルによる廃棄食品を低減、原材料管理
を徹底して長期在庫を減少する。

作業の効率化

人事・総務部

経理部
①リース物件の買取50百万円、再リース買取4百万円、②実習生経
費管理自動化、③若手社員教育、残業時間削減△122時間

電気・ガス使用量の削減施設管理課

○

2021年2月時点で19アイテ
ム 実施

・ペーパーレス化・・・WEB会議によるペーパーレス化促進、裏紙活用
SEJ会議、NDF会議、各種商談などのWEB化

環境への取組み内容

不適合品の削減

取組結果とその評価、次年度の取組内容

○
・顧客クレーム削減

食中毒事故未然防止

効　果

経費削減にもつながる
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□環境関連法規等の遵守状況の確認及び評価の結果，並びに違反，訴訟の有無
法的義務を受ける主な環境関連法規制は次の通りです。

衛生責任者の届け出、管理基準、衛生教育、施設の管理、衛生情報

収集運搬業、中間処理業、産業廃棄物（廃プラ、廃ガラス、廃油等）、管理表
空気圧縮機、送風機

対策計画、実績報告書の提出

車両の大気汚染防止及び騒音防止対策確認

使用量の届け出、エネルギー管理統括者の設置届、中長期計画の作成・提出等

浄化槽

環境物品等の選択購入

□代表者による全体の評価と見直し・指示

実施日：

環境経営方針 ☑ 変更なし □ 変更あり 〇〇
環境経営目標・計画 ☑ 変更なし □ 変更あり 実績を踏まえて見直す

実施体制 ☑ 変更なし □ 変更あり

食品リサイクル法の事業者ごとの基準実施率は達成（95%）しています。

空気圧縮機

顧客要求事項

危険物の保管、厨房設備、ボイラー、変電設備、気体燃料使用器具、スプリンクラー他

　当社は、安全で安心していただける商品を効率よく、無駄なく、タイムリーにお客様に提供することが当
社における一番の環境対策と考えて、従業員一丸となって継続的に改善活動に取り組んでまいります。
 食品製造業は、多くの食材・資源を調達・使用し環境への負荷は少なくありません。環境負荷を見直し、経
営力向上と組織活性化を図り環境経営を目指します。
　2018年10月からエコアクション21「環境経営システム」に取組み約三年が経過しましたが、昨年からの
「新型コロナウイルス」拡大の影響で、国内の経済活動が収縮する中、中食産業においても影響が大きく、
結果としての数字には効果が出ていない項目が多々ありますが、従業員各人については意識に変化が見えら
れ、生産現場でのこまめな節水や、生産機器のアイドルタイム削減による、エネルギーロス減少などの取り
組みが感じられ、間接部門においても節電、グリーン購入の促進など目標達成に向かい、努力しておりま
す。
また、本年度からは函館工場及び八軒工場を対象事業所とし、更なる環境改善を行い、今後も引き続き、
環境経営方針、環境経営目標・経営計画の周知徹底を進め、従業員全員参加の下、環境意識の更なる向上を
図り、結果に繋がる活動を実践いたします。

札幌市食品衛生条例

廃棄物処理法

グリーン購入

北海道地球温暖化防止対策条例

道路運送車両法第58条

省エネ法

煮湯設備、洗浄設備、油の流出

浄化槽法

食品リサイクル法

騒音規制法

振動規制法

除害施設

容器包装使用状況、再商品化の方法、帳簿の記載と保管期間

環境関連法規制等の遵守状況の評価の結果、環境関連法規制等は遵守されていました。

容器包装リサイクル法

品質管理　

フロン排出抑制法

適用される事項（施設・物質・事業活動等）

営業許可、販売禁止食品、表示事項食品衛生法

車両の大きさ・重量、通行制限

道路運送車両法

車両からの積載物のはみ出し、安全運転管理者等道路交通法

車両の大きさ・重量、乗車の保安基準

道路交通法

下水道法・札幌市下水道条例

消防法（危険物）

2022年12月1日

食品廃棄物、リサイクル

水質汚濁防止法

なお、違反、訴訟等も過去３年間ありませんでした。

適用される法規制

簡易点検、専門点検（7.5ｋW以上の冷凍庫及び50ｋW以上のエアコン）漏洩報告
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